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事例報告

職員の国際化への取り組み
～立教学院職員短期海外視察研修の紹介～

図書館学術資料課　髙橋 亜弓

「立教学院職員短期海外視察研修」は本学職員を対象とし、2018 年度に 4 回目が実
施された研修である。名前通り、海外大学等の視察がメインとなるが、視察で見識を深
めることのみが成果ではない。半年以上を掛けて学んだことは本学を支える職員として
の成長にもつながる。私にとって、本研修に参加したことは職員としての一つの転機で
あったとともに、そこでの学びや共に受講した同僚とのチームワークは仕事をするにあ
たっての財産となっている。

2014 年度に受講者、そして 2018 年度に引率者として 2 度研修に参加したことも
あり、このような執筆の機会をいただいたので、「立教学院職員短期海外視察研修」に
ついて、自らの経験をもとに紹介させていただきたい。職員の国際化への取り組みの一
つとしてご一読いただけると幸いである。

「立教学院職員短期海外視察研修」の目的
本学では国際化を進めており、その中で「国際化に対応できる事務組織体制の構築」

と「職員の外国語運用能力の向上」の 2 点が職員組織の課題として挙げられていた。
この課題の解決策の一つとして、前年度の検討を経て 2014 年度より開始となったの
が本研修であり、「海外の学校の視察を通して、学院組織の中核を担う職員としての見
識を広め、職員としての資質の向上を図る機会とする。あわせて、職員の国際業務遂行
能力を向上させ、本学院の国際化を推進する基盤を作る。また、本研修の実施により、
海外の学校職員との交流、海外の学校との関係づくりを目指す」ことを目的としている。
なお、職員の国際化対応力の強化は本学の国際化戦略「Rikkyo Global 24」の取り組
みにおいても挙げられている。

本学の研修制度や実現に至る流れについては、「大学時報」に掲載された記事を参照
されたい1）2）。

研修のスケジュール
まずは、「立教学院職員短期海外視察研修」の全体像を紹介したい。本研修は視察

だけではなく、その前後のプログラムも通して一つの研修となっている。こちらが、
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2018 年度のスケジュールである。
3 月：オリエンテーション
4 月：国内短期留学プログラムオリエンテーション、学校実務英語プログラム①
5 月： 学内 TOEIC テスト受験、学校実務英語プログラム②、日本の高等教育政策・

制度と立教に関する講義
6 月： 国内短期留学プログラム（5 泊 6 日）、海外の高等教育政策・制度に関する講義、

2018 Special Program ①
7 月：学校実務英語プログラム③、2018 Special Program ②
8 月： 学校実務英語プログラム④、出発前準備、米国現地視察プログラム（10泊11日、

ケント州立大学、コロンビア大学、フォーダム大学）、振り返り・報告会準備
9 月：学内 TOEIC テスト受験、短期海外視察研修報告会

10 月：報告書提出
※翌年度は、研修修了者による国際化に向けた取り組み「R プログラム」を主催。

このように海外視察をメインとしてはいるが、その前後にもかなり多くのプログラム
が組まれている。

部署や世代を超えて集まる研修参加者
内容紹介の前にお伝えしたいのは、参加者は担当業務、英語のレベル、国際的な業務

に携わっているか否かもさまざまであるということである。本研修ではそのような参加
者が 1 つのチームとなり、共に学んでいく。

ではさっそく、具体的な研修内容の紹介に移りたい。まずはオリエンテーションが行
われる。受講が昇格要件となっている職級・年代はあるが、自分の前後数年に入職した
先輩・後輩、任意参加者とも一緒になるので、最初のオリエンテーションは意外と緊張
するものである。今後の研修内容を聞き、ここで初めて参加者全員が顔を合わせること
となる。

その後は、外部講師による電話や e メール対応、コミュニケーション方法に関する
講義「学校実務英語プログラム」や学内 TOEIC テスト受験、日本の高等教育政策・制
度や立教について学ぶなどして、順々に進んでいく。受講後すぐに英語が流ちょうに話
せるようになるわけではないが、日常業務で使う可能性のある表現を学んだり、作文を
したりすることで、英語でコミュニケーションを取ることに対するハードルが少しずつ
下がっていった。また入職直後の研修で学んでいた日本の高等教育や立教について、数
年の業務経験を経て学び直すことは、日々の業務に邁進している中で近視眼的になりが
ちな視野を広め、自分たちが従事している世界に関する認識を深めてくれるものであっ
た。担当業務が異なる者が集まり、共に学ぶことは互いの部署の考え方や状況への理解
する機会にもなった。
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5 日間の国内短期「留学」
6 月初旬、本研修の一つ目の山場となる「国内短期留学プログラム」が国際大学

（International University of Japan、以下 IUJ）で行われる。グローバルマインドの
醸成、多文化理解、異文化コミュニケーション、英語での会議の進め方や議論・プレ
ゼンテーションの方法を学ぶため、新潟県南魚沼市にある約 60 カ国・地域出身の留
学生が学ぶ大学院大学で受講する合宿型の研修である。本学でも留学生は増えており、
2018 年 10 月 20 日時点で 603 名が学部、370 名が大学院に在籍しているが、IUJ
を訪問して驚くのは留学生が 9 割以上を占める環境だ。プログラムの期間中、留学生
はファシリテーターとしてわれわれをサポートしてくれる。

このプログラムは Rikkyo Intensive English Program（RIEP）という名称で行われ、
研修期間のスケジュールは表 1 の通り、Business Communication、Presentation、
Cross-Cultural Communication、Socializing、Organizational Behavior など、授
業漬けの 5 日間である。

表 1　2018 年度 RIEP（Rikkyo Intensive English Program）スケジュール

基本的にコミュニケーションは英語で取り、最終日のプレゼンテーションに向けて夜
中まで課題に追われる毎日。非日常的な環境に刺激を受ける一方、睡眠不足も重なり、
なかなかきつい状況でもある。

しかし、ここで大きな救いとなるのが IUJ の教員やスタッフ、ファシリテーターの方々
の温かいサポートである。私たちの英語が拙くても最後まで聞いてくれる姿勢、そして
効果的に学べるような前向きなサポート体制からは、本当に大きなものを学んだ。英語
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でのコミュニケーション力が向上しただけでなく、職場を離れて慣れない環境で学ぶこ
と自体も貴重な経験であった。そして、参加者間で励まし、助け合い、共に努力しなが
ら完走することで、チームワークも生まれてくる。

最終日のプレゼンテーションは、2014 年度は「立教の魅力的な点」、2018 年度は「自
分の所属部署が立教に対して貢献していること」がテーマであった。自身が発表する際
の準備や他の参加者の発表を聞くことにより、自分が知らなかった立教の姿について知
ることができるのは、本来の目的とは少し離れるが、さまざまな部署の者が共に学ぶ大
きな意義ではないだろうか。

私が IUJ での研修に参加したのは 2014 年度のみであるが、2018 年度の参加者も
英語への苦手意識が払拭・改善され、自分の考えを伝えることや世界や日本のことを知
る努力を続けることの大切さを学んだということであった。IUJ という環境に「留学」
することで、英語でのコミュニケーション方法を知り積極的に交流をしようという姿勢
が身に付くと共に、国際化を進める上で大切なことも身をもって学ぶことができた。

最終プレゼンテーション後、IUJ の皆さんと（2014 年 6 月）

視察に向けての準備と学内での国際交流
英語でのコミュニケーションにも慣れ、チームワークも醸成されてきた 6 月中旬以降、

海外視察に向けての準備が本格化する。2014 年度はアメリカを中心とした海外の高等
教育制度に関する講義や「学校実務英語プログラム」のほか、参加者間で分担し各大学
の概要を本学と比較しながらまとめたり、視察先に近い業務を担当している本学の部署
の状況を調査したりもした。それから 4 年が経った 2018 年度は、さらに進化した内
容であった。2018 Special Program としてグローバル教育センターが受け入れてい
る香港大学からのインターン生との交流が実施されたのである。インターン生による香
港の教育政策・制度についてのプレゼンテーションを聞き、参加者が IUJ での最終プ
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レゼンテーションを再現するというのが初回。そして、2 回目は本学を PR するという
課題に対するインターン生の報告を聞き、アドバイスを伝えるというものであった。聞
きとるのが難しいほどの速さの英語で行われるインターン生の発表にどのように付いて
いくか、自分の意見をどう伝えたらよいか、などアメリカ視察でのミーティングを前に
自らの課題を実感しつつ、本学が行っている国際交流プログラムに触れる貴重な機会で
もあった。その他、現地で訪問したい部署の検討、視察先でのミーティングを想定した「学
校実務英語プログラム」など、以前よりさらに能動的な準備ができるようになっている
と感じた。

いよいよ本番！アメリカでの視察
ここでは、2018 年度の経験をもとに紹介させていただく。準備は足りているか、本

当に視察先でのミーティングに付いていけるかという不安、そしていよいよ出国という
期待を胸に集合し、出発である。最初の訪問先・オハイオ州にあるケント州立大学へは
直行便がなく、乗り継ぎの時間も非常に短く困難であった。最終目的地の空港に辿り着
き、迎えに来てくださっている車でケント州立大学に着くと 23 時近くである。そのよ
うな時間でも、先方の受入ご担当であるサラ・マルコムさんは笑顔で迎えてくださり、
本当にありがたい気持ちとなった。自分がホストとなった際にはこうしたい、というお
手本である。

翌日からは早速ミーティングが始まる。表 2 にある通り、数多くのミーティングを
設けていただいた。またケント州立大学での研修実施は 2014 年度に引き続き、2 回
目ということもあり、今回からIndividual Meetingという個別訪問と最終プレゼンテー
ションが追加された。

ミーティングの流れを紹介すると、まずは本学から訪問の目的を説明、先方スタッフ
の方から業務内容の紹介、そしてそれを受けて本学参加者からの質問、となっている。
…と書いたが、すべて英語でこなすのは容易ではない。参加者全員で力を合わせて臨む
のだが、具体的にはこのように乗り越えた。本学からの目的は、引率者である自分が英
訳したものを頭に入れておき、説明。併せて、可能な限り多くのことを学ぶためにミー
ティングの途中で参加者間の理解共有の時間をいただけるよう依頼する。そしてミー
ティング中は、英語の得意な参加者に不足分の情報を補足してもらいつつ、分かる限り
で日本語訳を行う。他の参加者は自分で書きとめたメモと訳された内容を確認しつつ、
理解を深める。先方の説明後は、各自が聞きたいことを質問するのであるが、うまく質
問ができないときには日本語で共有し、他の参加者がフォローするなどした。訪問先の
部署の方々は丁寧に説明し、われわれの質問にも真摯に対応してくださった。言葉の壁
はあるものの、双方に共通する課題を認識し、先方の取り組みから刺激を受けたり、本
学に置き換えて考えたり、見識は大いに広がった。Individual Meeting では苦戦しな
がらも各自がミーティングをこなし、最終プレゼンテーションでは本学の状況を先方と
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比較しつつ、お礼の気持ちも込めて学んだことを発表した。また初日には協定 20 周年
を祝うレセプション、最終日には歓送セレモニーも開いていただき、忘れられない滞在
となった。

その後はニューヨークに渡り、コロンビア大学では国際教育に関するアメリカの状況
と先方の対応、留学生を担当する部署のスタッフの方の仕事とご自身の国際経験に関す

表 2　2018 年度アメリカ視察スケジュール

コロンビア大学でのミーティング（2018 年 8 月）
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る講義などを受け、意見交換を行った。フォーダム大学では受験生用説明会とキャンパ
スツアーに参加し、アピールの仕方などを学ぶと共に留学する学生が必要とされる語学
レベルを体感する機会となった。

アメリカ視察では、見識を広める以外にも多くの学びがあった。文化の異なる国で過
ごす中で訪問先の文化を学ぶ大切さも感じ、何より教職員の方の働き方や専門性、取り
組みなどお手本にすることを数多く学んだ。その一方、立教に置き換えて考え、本学の
姿を改めて知ることもあった。また、国は違っていても、仕事をしていく上で誠実な対
応や信頼関係は何より大切であり、言語が完璧でなくても伝わるものがあるということ
も実感する日々であった。

研修参加は最初の一歩　～国際化への道～
海外視察を終えると、現地で感じたことを共有する事後研修のあと、グループとして

の経験・学びを発表する報告会が行われ、学内 TOEIC テスト受験・報告書提出をもっ
て修了となる。本稿ですべてを伝えるのは難しいが、個人、そしてグループとしても、
本当に多くのことを学んだ。しかし、修了して終わりではない。研修への参加をきっか
けに、参加者一人ひとりが本学
の国際化を推進する基盤となっ
ていくことが重要である。

本 学 で は、2015 年 度 よ り
R-Cap（Rikkyo Cross-functional 
Active Project）という部署横
断的なプロジェクト型業務を実
施しており、研修の翌年度は、
修了者を中心に国際化プロジェ
クト「R プログラム」を行うこと
となっている。2014 年度の参加
者では、学内で開催される留学
生とバディ学生の顔合わせに参
加し制作した動画を上映したり、
留学する学生を対象とした立教
に関するクイズ大会や留学生を
対象とした剣道体験を開催した
りした。R プログラムのほか、留
学希望者からの相談を受ける入
学アドバイザーとして海外留学
フェアに参加した者もいる。また 2015 年度に開催した剣道体験のチラシ
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2018 年度は、視察からの帰国後間もなくして、韓国にある延世大学職員の方の本学訪
問に際してのサポートに携わった。このように、研修後もさまざまな形で経験を積んで
いく。

前述のようなイベントに携わる機会もあるが、私は日々の仕事においての意識改革も
それらと同様に大切であり、この研修で学んだ成果だと考える。研修の成果をはっきり
とした形として現すのは、正直難しい。現に、私は図書館での担当業務を通して国際的
と言える仕事に携わることはほぼない。しかし参加者間のチームワークを生かし、他部
署の参加者から海外からのゲストが図書館を見学したいという依頼があったときには取
り継ぎを行い、人出が足りないときには担当するなどを積極的に行っている。そして、
参加者間のネットワークを生かして情報交換をすることにより、通常業務においても以
前より視野を広く持ち進められるようになった。

国際化は全学的に協力して進めるものであり、誰にとっても決して無関係なことでは
ない。例えば他部署からの依頼を受けたとき、それが自部署としては大変であっても立
教のためになるならできることを検討し、提案すること。口で言うのは簡単だが、実際
に行うのは難しい。しかし、一人ひとりが少し意識を変えることで、国際化を進める一
助になると信じている。

本研修は決して海外の大学等を視察し、英語力を向上させるだけのものではなかった。
それらを通して自らが働く場所である立教のことを改めて知り、できることを考え、一
歩を踏み出すきっかけであった。そして、その一歩が積み重なって立教の魅力を強化し、
そこに所属する学生、教職員、そして多くの関係者の方の人生を輝かせる。そのような
働きができるよう、たとえ小さくても今日も一歩を進めていきたい。

末筆となるが、本研修は人事課や受入先、関連部署や参加者の所属部署の方など多く
の方によって支えられている。その支えに心からの感謝を表して、本稿を終わりとした
い。 

たかはし　あゆみ
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